
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

年  学歴  

2002 ﾐｼｶﾞﾝ大学ｱﾅｰﾊﾞｰ校 自然環境資源学部卒業 理学士  

2004 ｼｶｺﾞ大学公共政策学部 修士課程卒業 公共政策修士  

2008 京都大学大学院地球環境学舎 博士後期課程卒業 博士  

 職歴  

2004-2006 国連大学 環境と持続可能な開発ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（東京）ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｱｼｽﾀﾝﾄ  

2006 世界銀行 東京開発ﾗｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ（東京）ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ  

2006-2008 国連開発計画ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ事務所（ｼﾞｬｶﾙﾀ） JPO 派遣 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｵﾌｨｻｰ  

2008-2010 国連開発計画ｱｼﾞｱ太平洋地域事務所（ﾊﾞﾝｺｸ）LEAD 派遣  

ﾘｰｼﾞｮﾅﾙﾃｸﾆｶﾙｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ（気候変動担当）  

2010-現在  国連ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ計画 本部 （ﾎﾞﾝ）LEAD 派遣  

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ（環境・気候変動担当）  
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宮口 貴彰 

みやぐち たかあき  

出身  京都市現在の所属国連ボランティア計画  
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志望動機（国連への）  
その時は国連がしている活動にではなく、インターン時に会った国連内の人々

に興味が湧いたので。  

 
現地での活動内容  
学部時代から今までの１２年間、ずっと環境に関わる勉強・仕事をして来てい

る。現職ではコミュニティベースの気候変動の適応（アダプテーション）に関

した：プロジェクトの管理、新たなパートナーシップ作り、ボランティア活動

の推進をしている。  

 
帰国後の進路  
国連開発計画の若手対象のキャリアプログラムの LEAD プログラムの残りの

二年を国連ボランティア計画の現ポストにて勤務予定。そのあとは環境・気候

変動業界での就活。  

 
参加者へのメッセージ  

楽しいことを見つけて、へ理屈で世の中を楽しく見、言い訳をなくし、後悔が

ないようにいろんなことに挑戦し、自分の直感・感情を大事にして生きて行き

ましょう。私も挑戦中です。  

 


